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社会問題発信型のプラットフォーム： 
リディラバのスタディツアー 
(一般社団法人リディラバ、株式会社Ridilover） 
 

若旅inやまぐち 山口県内オンリーワン企業訪問と 
観光魅力発見の旅3日間  
(株式会社西京銀行、広島経済大学） 
 

農都交流プロジェクトin飯豊町（いいでまち） 
(株式会社JTBコーポレートセールス） 
 

サムライカレープロジェクト 
(サムライインターナショナル） 

さんふらわあ若者船旅推進プロジェクト 

(株式会社フェリーさんふらわあ） 
 

鹿児島カレッジ・北陸カレッジ 

(西日本旅客鉄道株式会社、鹿児島県（観光かごしま大キャ 

 ンペーン推進協議会）、北陸三県誘客促進連携協議会） 
 

第6回学生ツーリズムサミットin三重 

(学生ツーリズムサミット） 

LunchTrip（LunchTrip） 
 

あえてアナログ！海外旅行の「参加型」報告会・ 

情報交換会の開催（旅行サークル たびっくす） 
 

世界をひろげるトラベルフェスタ『旅days2013』 

(一般財団法人京都ユースホステル協会） 
 

 

 

 

スポーツYUKIYOSE 

(特定非営利活動法人トップスポーツコンソーシアム秋田） 
 

スポーツによる地域活性化プロジェクト 

(広島経済大学興動館スポーツによる地域活性化プロジェクト） 

山頂café～ビギナーのための登山サークル～ 

(山頂caféプロジェクト ～後世に伝えたい山旅がある～） 
 

大学ゼミ合宿誘致・コーディネート事業 

(特定非営利活動法人金沢観光創造会議） 
 

フィリピン留学･語学留学の口コミサイト“School  

With（すくーるうぃず）”（株式会社スクールウィズ） 
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取組名：社会問題発信型のプラットフォーム：リディラバのスタディツアー  団体名：一般社団法人リディラバ、株式会社Ridilover 
１．若者向けの旅行商品① 

観光庁長官賞 



山口県の交流人口、定住人口の増加を目的に全国の大学生を 

対象とした県内企業視察と観光を組み合わせたツアーを実施。 

山口県内の人口減少に歯止めを掛けたい！ 

全国の大学生に魅力ある企業と観光資源を知ってほしい！ 

実績・・・第1回開催時24名の大学生が参加 

旅行+企業訪問をテーマに、地元の企業や大学と連携したツアーを構築、 
若者に来てもらうだけではなく、地元企業への就職や地域での定住にも 
つなげていく取組です。 

山陽小野田市 山口市 

特徴① 

特徴② 

特徴③ 

金融機関が産学官と連携して企画 

旅行という抽象的な行動に企業視察という目的を組み合わせ 

地元企業の社長さまとの交流会を実施し、働くことの意義について 
深考する機会を提供 

特徴④ 地域の豊富な観光資源を再発見 

ツアー概要 

日程 初日 二日目 最終日 

企業訪問数 2社 4社（交流会6社） 1社 

観光・他 秋芳洞・秋吉台 
松蔭神社・萩城下町 

瑠璃光寺・交流会 

錦帯橋・岩国美術館 

訪問企業主催昼食会 

取組名：若旅inやまぐち 山口県内オンリーワン企業訪問と観光魅力発見の旅3日間   団体名：株式会社西京銀行×広島経済大学 
１．若者向けの旅行商品② 

奨励賞 



 

取組名：「農都交流プロジェクトin飯豊町（いいでまち）」 団体名：(株)JTBコーポレートセールス 

農都交流プロジェクト＝農山村地域と、都市型企業・大学双方の課題を里山の資源で解決する、新しい交流＆連携のスタイル 
都市型企業や大学の「若者」たちが、企業・大学の活動やカリキュラムを通じて、にぎわい喪失に悩む農山村地域を訪問する機会を創出します。 
「旅に出かけなくなった」若者たちに、農山村でのさまざまな作業や、地元の人々との交流などを通じ、「リアルな体験」の素晴らしさを体感してもらいます。 
バーチャルな世界では経験できない「お互いの顔が見える異文化・異世代交流」は、経済的な効果だけでなく、都会の若者にはホンモノを知ることの価値を、農山村の人々には、
誇りややる気・元気をもたらすことが期待されます 

本プログラムの効果 
○プログラムに参加した若者たちの、当地への再訪意欲創出（リピーター化～ＵＩターンのきっかけづくり） 

○農山村地域への「若い力」の投入の機会づくり。彼らと時間を共有することによる地元住民の誇り、やる気、元気再生 

○若者たちが所属する企業や大学の課題解決＝若手社員や学生のコミュニケーション力向上、 

 「ホンモノを知る力」体得、チームビルディング力・協力し合う気持ちの醸成  

○農山村地域と、都会の企業や大学、そこで働き、学ぶ若者たちの継続的な交流と、Win  Winの関係づくり 

 

 
 

農都交流プロジェクト 
 

（都会の若者×農山村地域の人びと） 
＋ 

日本の農山村のすばらしい資源 
 
 

企業・大学の活動を通じた 
都市と農村の交流機会の創造 

実証例：山形県飯豊町中津川地区（2013年度実施） 

□冬の里山暮らし楽校（大学生対象の冬の滞在交流プログラム）：10名参加 

□㈱ＪＴＢコーポレートセールス社の新入社員研修：60名参加 

□日本在住外国人対象の「ニッポンの里山」体験プログラム 40名参加 など 

 
 
 
 
 
 
 

□「旅」に出るきっかけ 
□「リアルな」体験や経験の場 
□年齢や職業、価値観の違う人々との出会い 
□顔を見合うコミュニケーション 
□正しい食、農業や里山の暮らしの知識 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
□地元の「にぎわい」の創出 
□「あきらめ」ムードの払拭 
□「若い力」との交流機会の創出 
□「若者」「よそ者」による地域の力の評価 
□地元の人々の誇り、やる気、元気の再生 

 

 
 

「都会の若者たち」に不足しがちなもの 「農山村地域」に求められるもの 

飯豊町でのプログラムに参加した若者たちの声 

・世代を超えた交流。自分も心を開いて話ができた ・東京では接することのできない、素直で優し
い人たちと出会えた ・食べるということの大切さを初めて知った 

・言葉に表せない達成感があった ・出発前の自分と今の私は、違う人間みたいだ  

・「いくつになってもワクワクする」というおばちゃんの言葉に感動した ・必ず、また来ます 

飯豊町の人たちの声 

・(地元のイベント運営を手伝ってもらって）こんなに学生さんが力になってくれると思わなかった。ま

た頼むぞ！ ・若い娘っこがそばにいたから、腰がのびた！ ・本物の娘ができたみたいだ ・（交
流会で）こんなに楽しい宴会は何年ぶりだべ？ ・また来ておごやえ！ 

１．若者向けの旅行商品③ 
奨励賞 



 

サムライカレープロジェクトは、海外で起業体験をする研修プログラム
です。 

「いつかは起業したい！」「海外で働いてみたい！」という人は多いで
すが、「自分に向いているか不安」「何から始めたらいいかわからない」
ため、なかなか第一歩が踏み出せません。そこで、サムライカレープロ
ジェクトでは、カンボジア・プノンペンにお店を用意して、参加者の皆さ
んに自由に経営してもらいます。 

研修費を払うだけで、マーケティングから、メニュー作成、人材雇用、他
社とのコラボレーションまで起業してから行うあらゆる業務を体験出来
ます。 

取組名：サムライカレープロジェクト  団体名：サムライインターナショナル 

起業をしたい！海外で働いてみたい！という人が、カンボジアで起業体験をする研修プログラム 

①サムライ「知る」研修 

現地研修期間「CJCC」による、
安全情報や経済状況などの講
義を中心とした研修です 

②サムライ「やる」研修 

実際に店舗運営をおこない、
マーケ、製造、人事、営業など
の業務を体験する研修です 

サムライカレープロジェクト 研修の流れ 

海外で商売を体験してみるこ
とで、自分はどんな仕事に向
いているかを確認できます。
バイトやボランティアよりも実
践的な経験が積めます 

累積参加者数約30人。 

2014年1月から5月実績。 

一般参加者、企業研修合計 

実績 

学生の方に 

自分は海外でも働けるの
か？起業できるのか？と迷っ
ている人が、実際に体験する
ことで、自身の取り得る選択
肢を確認できます。 

社会人の方に 

海外駐在をする社員に、事前
に途上国での事業立ち上げ
の経験を積ませることができ
ます。また、海外適性、マネー
ジャ適性のある社員の選別
ができます。 

企業の人事部の方に 

特徴 

アウェイの地で、 

企業活動に必要
な全ての業務を、 

自主的に体験でき
るプログラムです 

 

１．若者向けの旅行商品④ 
審査員特別賞 



観光マーケティングを学ぶ学生が、 

フェリーさんふらわあに乗船 

気づいた点・改善した方が良い点等を
フェリーさんふらわあにレポート 

「キティちゃんの船室があればいい」 

フェリーさんふらわあで検討・企画し、
採用 

ハローキティルーム誕生！ 

お客様に好評、メディア
も注目 

取組名：さんふらわあ若者船旅推進プロジェクト 団体名：株式会社フェリーさんふらわあ 
 

 

 

2013年6月～12月 

ご利用人数 729名 運賃収入 10,058千円  

自らの意見が反映されることによる成功体験を通じ、社会人基礎力が身に付く！ 外部の視点から、若者のナマの声を取り入れていくことにより、弱点を補完し、顧客満
足度を高め集客につなげる！ 

↑左：利用されたお客様の
声（アンケートより） 

右：新聞にも掲載（神戸新
聞） 

ページが公開された2014年4月1日から5月13日で 

・ページが閲覧された回数 969回  このページを見た直後のご予約 2件    

・このページを1回以上閲覧してご予約頂いた件数 上記含み11件   運賃収入 約235,800円 

⑤学生がグループに分
かれ、宝塚をフィールド
ワーク 

⑥フェリーさんふらわあの社員
とミーティングを行い、内容を発
表し、意見交換を行う 

⑦学生の発表したモデルコースをベー
スに、フェリーさんふらわあの公式Web
サイト上に宝塚のページを作成 

学生
は活
動を
FBに
アップ 

観光マーケティングを学ぶ阪南大学国際観光学部生とさんふらわあがコラボ。 

学生目線での新たな観光需要創出を目論み学生が乗船体験で得た船旅の魅力・就航地の観
光情報を若者に向け発信する。 

さんふらわあ社員による出前講義や社員との意見交換を通じ船旅の魅力や新たな取り組みを
SNS等で紹介している。 

①これまでの取組が
評価され、宝塚市国
際観光協会から当社
へコラボの要請 

②当社はコラボを引
き受け、作成した企
画の中で阪南大学と
の取組を紹介 

③若者の視点でとらえ
た「おしゃれな街・宝塚」
のモデルコースを作成
すべく阪南大学に依頼 

それまでは学生は関西発の目的地として九州の観光情報の発信に重点を置いていたが、今回
は関西で観光客を受け入れる側としてのモデルコース提案に取り組んだ。 

④若者が、若者の感性で、
若者に向けたモデルコース
を、現地を街歩きしながら
考えることに 

POINT 

２．学生による若者目線の企画① 
近畿ブロック賞 



 

取組名：鹿児島カレッジ・北陸カレッジ 

大学生が地域との交流を通じて様々な経験を積み、若者目線で情報発信、旅行プランの提案をするプログラム 

鹿児島県、北陸地方の各エリアにて、 
①大学生が地元の方々との交流を通じて
様々な体験を行い、旅の素晴らしさ・楽しさ
を発見。 その体験について、➁WEB上で
の情報発信を行う。現地での体験と調査を
通じて得られた知見に基づき、➂若者目線
で企画・立案した旅行プランを自治体・旅行
会社・ ＪＲ西日本に提案するプログラム 

産学官の連携・展開エリアの拡大 
鹿児島県、北陸３県、各エリア７大学、
ＪＲ西日本の産学官が協力・連携。25

年度は展開エリアが鹿児島・北陸の２
エリアに拡大した。 

カレッジのPRポイント 

■facebook いいね数 
  鹿児島カレッジ 10,720 
  北陸カレッジ       8,395 
    (26年5月26日時点） 
 

■facebook 旅行プラン人気投票数 
  鹿児島カレッジ 7,589 
  北陸カレッジ    7,446 
    (26年5月26日時点） 

情報発信実績 

大学生間の交流促進 
24年度は関西・中国エリアの大学が
参加したが、25年度は北陸エリアさら
には東京の大学も参加し、大学生間
の交流が促進された。 

提案プランの展開 
学生の提案を受け、旅行会社４社から 

カレッジ専用旅行商品が発売された。 

また各校プランの人気投票をfacebook

で実施し、多くの投票が集まった。 

地域団体・住民の協力により、参加大学生は、
通常の体験のみならず、地元民しか知らない
穴場スポット訪問や、特別クルーズなど、多く
の密度の高い体験をすることができた。また
地域住民も他エリアの若者との交流により、
地域の魅力を再発見をすることができた。 

連携１ 連携２ 現地体験と地域住民との交流 旅行会社連携による学生の成長 

大学生は成果報告会で、旅行会社に対して
旅行プランを提案した。それに対しプロの視
点から、プラン内容のみならず、その宣伝手
法、プレゼン方法と多岐に渡りフィードバッ
クが行われ、大学を離れた場所で成長機会
を得ることができた。 

本取り組みが若者旅行の振興につながった【専用旅行商品実績 約200席/月】。 
※本取組で提案されたプランを元にした旅行プランの実績であり、販売数の全数が若者ではない。 

その結果 

団体名：名観光かごしま大キャンペーン推進協議会、 
北陸三県誘客促進連携協議会、西日本旅客鉄道株式会社 

２．学生による若者目線の企画② 



 

取組名：第6回学生ツーリズムサミットin三重  団体名：学生ツーリズムサミット  

学生が観光の視点から日本を知り、その活用方法を社会に発信する。 

学生ツーリズムサミットとは…毎年一つの都道府県にターゲットを絞り、
1週間に渡って対象地に滞在し、フィールドワークや、ディスカッション
を通してその対象地が抱える観光の問題点を発見及び、その解決策
を議論し、最終的に地元観光課や企業に対して提言を行い、その内容
をよりよくする為に交流会を実施する。２０１３年度は三重県にて開催
し、県外客の誘致、若者の誘致、インバウンドについて話し合った。 

実績 

累積参加者：36名（若年層参加者比率100%） 
後援：中部運輸局、三重県、各地商工会議所等 

新聞掲載数：1社（毎日新聞社） 

第6回学生ツーリズムサミット実績 

観光地を訪れる 

フィールドワーク 

３つのテーマを基に
ディスカッションを通し
て観光の問題を解決

へ導く 

観光に携わる人に対
して提言・交流を行う。 

（提言大会・交流会） 

特徴１ 

運営から実施までの全ての活動 

を学生が執り行っている。 

特徴２ 

国内客のみならず、インバウンド 

についても考察している。 

・若者・他地域からの視点で観光を 

 考えられるので良い（会社員） 
・学生の自由な意見が聞くことがで 

 きて、学生である私も新たな知識 

 を得られた。（学生） 

提言大会感想 

http://wyts06.wix.com/wyts06 

２．学生による若者目線の企画③ 



 

取組名：LunchTrip  団体名：LunchTrip 

”美味しい笑顔が世界を好きになる直行便” 
 都内の異国レストランや大使館を巡り、美味しいランチを食べながら、異文化理解をします。 
 

ここがPOINT! 
ランチを食べるだけではなく、その国に思いのあるプレゼンテーション＆行ったつもりになって体験する
ワークショップで理解を深めます。Passengersは旅の事前準備として、その国について調べてきます。 

実績 
・2008年より60回以上開催し、延べ3000人が「搭乗」 
  日本全国４拠点で開催。保育園児など異世代も対象に行う。 
  2014年には、1時間で60席が完売して増席するほどに。 

・各国大使やジャーナリスト池上彰氏、安倍総理夫人にガイドとして 
 ご協力いただく。多くの企業とも協業。 
・年間20以上新聞やテレビなどに掲載。 

 

参加者をPassengers、 

スタッフをCrew、プレゼンターをGuideと呼び、 

まるで旅をしている気分で 

「楽しく学ぶ体験」を提供します。 

３．若者の旅をPRするイベント① 
関東ブロック賞 



 

取組名：あえてアナログ！海外旅行の「参加型」報告会・情報交換会の開催  団体名：海外旅行サークル たびっくす 
 

（取組概要） 
○自らの海外旅行体験を報告し合う「報告会」の開催、外国料理 

 を囲んでの海外旅行の情報交換をする「情報交換会」の開催など、 

 海外旅行について自らの体験を共有する場を提供 
 

○学生団体や各国政府観光局等と連携し、特定の国の文化・歴史・ 
 旅の見どころを紹介することで、その国への旅のきっかけを提供 

ポイント①：あえて「アナログ」 
 インターネット等で情報があふれる今、あえて
「アナログ」な情報交換の場を提供。 

 アナログだからこそ、生の体験談が聞けて、
最高の旅仲間と出会える。 

ポイント②：「参加型」 
 一方的に情報を与えられるだけでなく、 
会員自らが「報告者」として、会員の前で自ら
旅した国の見どころや感じたことを伝えるこ
とにより、旅行熱が継続。 

 会員が自らの海外旅行を報告し合う「報告会」を開催。
その国の見所をはじめ、騙された体験、節約ノウハウなど
ガイドブックに載っていない実体験を報告。 
  

（実績） これまでの報告国： ２５の国・地域 

外国料理を囲んで、海外旅行の情報
交換をする「情報交換会」を開催 
 

これまで２２回開催（毎月１回定期開催） 
 

→ 旅仲間との出会いの場 

→ 定期開催だから旅仲間が増える 

ヨルダン、イスラエル、アラスカ、メキシコ、マダガスカル、中国丹東、 
ウズベキスタン、ニューヨーク、モンゴル、インド、南フランス、ドイツ、 
デンマーク、チリ、ボリビア、東ティモール、ケニア、パキスタン、ギリシャ、
ネパール、キプロス、アイスランド、ナミブ砂漠、ビクトリアの滝、ロシア 

・政府観光局、旅行関係会社、学生団体と連
携した講演会 等 
（例 学生団体LoRo SHIP、クロアチア政府観光局、
日本アイスランド協会、TABIZINE 等） 

・写真で「国名」当てクイズ大会、旅の  

 ノウハウクイズ大会 

・20代限定の「20代の会」を開催 

旅に出たくなる。旅仲間ができる。継続的に「旅行熱」が続く。 

ポイント③：継続開催 

 毎月の定期開催のため、一過性にな
らず旅行熱が継続。 

 旅仲間も増え、さらに旅がしたくなる。 

 

報告会の開催 情報交換会の開催 イベントの開催 

アンケート抜粋 

・体験談を聞いて次の休みに旅に出たくなりました。 

・ここで出会った旅友達とｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝに行きました。 
※参加者満足度：｢満足」が90%（残り10%は「普通」） 

報告会の様子 情報交換会の様子 

海外旅行のおみやげをみんなで交換 

（実績） 
 ・直近１年の参加者総数 

 ⇒ 約500名 

 ・毎月継続開催 

サークルHP 

３．若者の旅をPRするイベント② 



 

取組名：世界をひろげるトラベルフェスタ「旅days2013」  団体名：一般財団法人京都ユースホステル協会 

旅の中での出会い…大切にしました。 

 「旅」は冒険心や創造力・コミュニケーション能力を育み、「人」として必要な基礎
力を身につける絶好の機会であり、その中でひとや自然・文化など他者との出会い
によって、世界観を広げ、新しい価値観を身につけられると考えています。 
  「ユースホステル」は、世界90カ国4000か所の宿泊機能を持つ旅のネットワーク
組織であり、そんな「旅」という非日常の中で、若者がチャレンジでき考え自立する
ためのステップとしての場や機会の提供を図っており、それは地球規模の広い視野
で地域や社会と関われる人材育成に寄与しています。 

URL: http://www.tabidays.com 

 ゲストから参加者への一方通行の投げかけではなく、顔の見えるサ
イズで行い、その中で生まれるゲストと参加者との双方向の「対話によ
るコミュニケーション」を重視した構成にしました。それは旅の中での
「人」との出会いが、物見遊山的な観光やショッピング等とは別の楽し
さにつながり、そこからの学び（異文化理解、相互理解、自己理解、そ
して世界の多様性）を通して自己成長に寄与すると考えます。 

 トークイベント：旅は生き方を、広げる！/旅のいろは教えます / 週末旅行のスス
メ / 今 海外に行くべき４つの理由/女子旅 / 帰国後あなたはどう動く！？ / 友達
二人旅 / 世界の中の日本を旅する / TABIPPOが語りたい世界一周の魅力とは!? 
/ 留学する前にしっておきたい留学エージェントの本音 / 観光庁が語ります「若者
×観光のあれこれ」 他、音楽や写真展、国際協力団体ブース等出展 

日時：2013年10月27日（日）11：00～19：00 

場所：元・立誠小学校 

参加者数：延1,200人 

旅写真展：応募作品数80点 

「あなたにとって旅とは？」企画協力：約500名 

実 績 

３．若者の旅をPRするイベント③ 



 

取組名： “スポーツ”YUKIYOSE 世界大会2014inよこて 
団体名： “スポーツ”YUKIYOSE 世界大会2014inよこて実行委員会（特定非営利活動法人トップスポーツコンソーシアム秋田） 

す 

競技終了後には、入賞チームへ
きりたんぽセットなどを贈呈し、参
加者全員に地元温泉施設の入浴
券を配布。地元食材や商業施設
の利用を促し、参加者の1/3が実
際に施設を利用した。 

“スポーツ”YUKIYOSEとは・・・ 

冬に日常的に行っている「雪よせ（除雪作業の方
言）」に、制限時間や距離などの競技性を加えた誰
でも参加できる新しい冬のスポーツイベント。 

目的 

やっかいものである雪を活用し、他にはないス
ポーツイベントを創設することで、秋田の新しい冬
の楽しみ方を提案。イベントに併せて、地域の食や
観光などを売り込むことで地域活性化を図る。また、
過疎地域の雪よせに対する理解を深め、若者の雪
よせボランティア参加を啓発することを目的とする｡ 

実施内容 

競技開始前には雪よせに慣れて
いない方々向けに、地元消防署
職員による雪よせ作業のレク
チャー（効率的な作業方法や道具
の正しい使用方法等）を行った。 

競技では、深さ1m、幅3mのコー
スを、スコップ2本とスノーダンプ1
台で前半60分+後半60分の間に

どこまで進めるかを競い合い、延
べ520.11㎥の雪を除雪した。 

ハーフタイムをハフハフタイムと称
し、地元横手の名物、横手やきそ
ばと大曲名物の納豆汁を参加者
に振る舞った。また、横手やきそ
ばPRキャラクター「やきっピ」を交
えてダンスも披露した。 

開催地 

秋田県横手市 県立横手高等学校野球場 
例年約2mの積雪のある同地で開催することで、雪が無く
なる5月まで使用できないグラウンドが少しでも早く利用で
きるように開催。※当日の積雪は約2ｍ 

実績 

秋田県内の若者でつくる若者会議ネットワークと特定非営利活動法人トップスポーツコンソーシアム秋田、横手市からな
る実行委員会が雪を活用したスポーツツーリズムイベントを目指して開催。 

・募集総数 20チーム/当日参加数 ※18チーム 
        ※内1チームは国際教養大学の留学生チーム 

・参加者数 約90名/観覧者 約100名 
・最高記録 横手高校チーム 16.15m 
・秋田魁新聞、NHK秋田放送局、ABS秋田放送、AAB 
  秋田朝日放送、読売新聞、河北新報、朝日新聞、共 
  同通信から取材を受け、ニュースやラジオ、ホーム 
  ページで紹介された。 

４．若者中心の集客イベント① 
東北ブロック賞 



 

取組名：スポーツによる地域活性化プロジェクト  団体名：広島経済大学興動館 スポーツによる地域活性化プロジェクト 

◆大学生による同年代をターゲットにした 

新応援スタイルの提言 

◆集客につながるイベントの企画運営 

◆選手達との「ふれあいイベント」を企画実施 

◆スポーツ離れの同年代への調査 

大学生のスポーツ観戦に関するアンケート 
観戦会 

ゲーム運営ボランティア 

広島のトップスポーツの知名度向上を目指す 

  ◆選手とのふれあいイベントの実施 

  ◆学生目線でのニーズの提案 

選手交流イベント開催 

サンフレッチェ広島 

JTサンダーズ 

ワクナガレオリック 

広島メイプルレッズ 

広島ガスバドミントン部 

NTT西日本広島ソフトテニスクラブ 

中国電力陸上競技部 

コカ・コーラウエスト レッドスパークス 

広島東洋カープ 

【実績】 2006年度設立 メンバー数：53名（2014年5月1日） 
大学生年代を中心としたスポーツ観戦会等、過去46種の活動実績 

参加者累計 約5600名（内、若年層の参加率80%） 

「トップスニュース」編集・発行 

公式ホームページの運営 

活動の特徴 

福岡県，神奈川県，新潟県 

トップスポーツ組織の視察 

（サンフレッチェ広島応援イベント：2009年） （U-20女子ワールドカップレガシープログラム：2012年） （JTサンダーズ観戦会：2014年） 

活動の内容 
※トップス広島・・・広島県の8競技9団体のスポーツチームが 

連携し、地域密着や活性化に貢献する活動を行う 

◆トップスニュース編集・発行 

◆公式ホームページの運営 
トップス広島との連携  トップス広島との連携  

４．若者中心の集客イベント② 
中国ブロック賞 



 

特 徴 

メンバーの平均年齢は27.3歳！若い力を全国で発揮します！ 

地方自治体，山岳連盟，山岳ガイド協会と恊働します！ 

『公益資本主義』に基づいた社会貢献を目指します！ 

外国人登山客を日本に！【登山文化の拡大】 

日本の「登山文化」を世界に発信。海外からの登
山客を呼び込みます。 

地域の山を観光資源に！【地域観光の支援】 

４７都道府県を代表する「県の山」を選定。 
「日本百名山」に集まりがちな登山者を日本全国
に誘導します。 

豊かな自然を後世に！【森林の保護】 

収益の１０％を公益法人に寄付。 
恊働して森林保護活動を行ないます。 

登山を身近に！【安全登山のインフラ化】 

登山口へのアクセス拠点となる都市部に「山頂café」を
オープン。山岳ガイドさんが常駐する登山用品のレンタル
や簡易宿泊も可能な拠点とします。 

若者を登山に！【若者登山者人口の増加】 

ビギナー登山者が集まるサークルを全国に展開。
若者が登山をはじめやすい環境を整えます。 
目指せ！サークルメンバー数１５００人！ 

山頂caféプロジェクトとは？ 

若者の「登山旅行」を応援し，地域の「登山観光」を支援しながら， 

日本の「登山文化」を国内外にむけて PR する取り組みです！ 

５．その他① 
奨励賞 取組名：山頂ｃａｆéプロジェクト 〜後世に伝えたい山旅がある〜  団体名：山頂ｃａｆé 〜ビギナーのための登山サークル〜 



 

取組名：かなざわ大学生ゼミ合宿誘致プロジェクト  団体名：NPO法人金沢観光創造会議 
５．その他② 

北陸信越ブロック賞 



語学学校の口コミを中心とした 
留学情報プラットフォーム【School With】運営。 

2011年頃から新たな留学地として注目を浴び続けるフィリ
ピン。この数年で日本人留学生の数も約3万人へと急激に
成長。口コミサイトを通じて、留学市場の活性化と、多くの
人達の学校選びのサポートを実現。 

2013年4月からスタートし、以下の実績。 
（１）口コミ投稿をした留学経験者数が約５００人 
（２）School Withの累計利用者数約７０，０００人以上 
（３）利用者の６０％が２０代以下。３０代以下で８５％。 
（４）掲載している学校数１１５校 

これまでの海外留学の語学学校探しは、学校ウェブや、留学エー
ジェントによる一方的な情報発信が中心でした。 
 
そのため、留学希望者が主体的に学校選びをするのが難しく、学校
ミスマッチという課題がありました。 
 
その課題を解決するために、実際に留学を経験した人たちの口コミ
でつくるプラットフォームがSchool Withです。 
 
より良い留学で語学力を身につけてもらうことで、 
若者の海外旅行へのハードルを大きく下げると同時に、 
海外旅行中に得られる経験の最大化にも貢献しています。 

学校選びに失敗したくない人に味方 

留学希望者 

留学エージェント 

語学学校 語学学校 

留学経験者 

留学希望者 

現在留学中 

相互情報交換・共有の場
をSchool Withが提供。 

新 旧 

５．その他③ ５．その他③ 取組名：フィリピン留学・語学留学の口コミサイト“School With(すくーるうぃず)”  団体名：株式会社スクールウィズ 


